
























平瓦で築いた方形の井戸 (大安寺旧境内出土) 平瓦で築いた円形の井戸 (青野町出土 )

第18回平城京展「古 代 ・ 中世 の リサ イ クル 」

第18回の平城京展では、いにしえの人々

が限 られた資源を活かすために、何を、ど

のように工夫 して使用 してきたかについて、

平城京を中心にとりあげました。

昔の人々にとって、新たな資源の確保は

困難であったようで、廃物利用 。再利用・

転用といった様々な苦心の跡がみられます。
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たヽ卒塔婆図

―先人たちの知恵と工夫一

今回の展示は、中世の井戸をとりあげま

した。

青野町で出土 した室町時代の井戸は、僧

良継の追善供署のために作 られたネ落姜を

井戸枠材として再利用 していました。また、

瓦を再利用 して築いた井戸 もあり、これは

廃瓦の多い寺院の周辺で目立ちます。
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卒塔婆が使われていた井戸 (青野町出土)井戸枠に使われてヽ
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三彩丸瓦 (平城京跡出土 )

第19回の平城京展では、少 し色にこだわ

ってみました。もちろん、当時の色をその

まま残 したものは多くありません。しかし、

当時の色を想像 してみたら、これまでとは

違った歴史の色に気がつくかも知れません。

今回の展示では、色彩豊かな展示品の中

から、三彩についてとりあげました。平城

― 出 土 遺 物 の 色 彩 と輝 き一

京の時代を代表する三彩瓦や三彩陶器は、

緑・白・黄 (褐 )色に彩られるだけでなく、

ガラスのような輝きがあり、当時、最も華

やかなものであったと思われます。

三彩陶器には、中国産の唐三彩と国産の

奈良三彩とがあり、大安寺旧境内からは、

たくさんの奈良三彩が出土しています。

第19回平城京展 「考古学・いろ・色」

三彩陶器 上 :唐三彩/下 :奈良三彩

(と もに平城京跡出土)
12

上下とも三彩望柔死瓦 (大安寺旧境内出土)



絵画土器 (芝辻遺跡出土)

第20回平城京展 「平城京に眠る弥生文化」

第20回 の平城京展では、弥生時代に目を

向けてみました。ここ数年、平城京の調査

が進むにつれて、さらに古い時代の弥生時

代の遺構、遺物が見つかっています。平城

京と同様に、弥生時代にも人々の生活があ

ったことを見てもらいました。

今回の展示では、特に絵画、あるいは記

号が描かれた土器につとヽてとりあイデました。

文字の使用されていない時代、絵画や記号

によって様々なものを表現 し、人々は何を

願ったのでしょうか。

また、土坑から土器10点 がこわれずに元

の形を保って出上しています。これも何ら

かの祭祀 (ま つり)に使ったと思われます。

上 :土坑出土土器/下 :土器の出土状況

(と もに大森町出土 )

絵画土器 (三条遺跡出土 )
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第21回平城京展

奈 良 市 所 蔵 の 出 土 品 精 選
一平城京展を彩った品々一
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